
シ ンポジウム

島の イメー ジと舞踊表現

フ ラ ンク ・ホ ッ フ ・川 路 明 ・目代 清(司 会)

目代 鳥 と舞踊 という関係は非常に幅広 く, 民族

を越えている部分が多分 にございます。そして, 

おそらく人間の舞踊 というものが形作 られること

にも, 大変な役割 を果たしてきているという気が

いたします。舞踊学会で 「鳥のイメージと舞踊」

というタイ トルでシンポジウムが行われますのは

初めてです。ですから, 色々な問題がでてきても

かまわないではないかということで, いわば資料

を紹介するというような感 じもあろうかと思いま

すが, そのような形式で進めさせて頂 きたいと思

います。先生方をご紹介申し上げます。 トロント

大学のフランク ・ホッフ先生は舞踊研究がご専門

です。それからバ レエ協会の川路明先生は, 色々

な芸術祭にも参加 されてまして, 本 日は舞踊表現

のなかの, 鳥の特殊性のお話をいだだけると思い

ます。私は司会を勤めさせて頂 きます目代 と申し

ます。

フランク ・ホ ップ 「鳥のイメージと舞踊表現」

という大変に意義の深い問題を授かりまして嬉 し

く思 ってお ります。「鳥のイメージと舞踊表現」

という問題は明確な定義は下 しにくいか もしれま

せんが, 一つの国の舞踊を研究するための課題と

して考える場合に, その国の様々な舞や踊 りを, 

唯一の見地で考察 したり観察 したりすることに, 

関心を強 く呼び起こすのは確かです。同時に, 一

つの国の様々な舞や踊 りやダンス, 本来は違った

類の ものを全 く同 じ次元の ものとして考えるのは, 

「こういう見方が投げかけることが妥当か」 とい

うことを定義することが, 知見的な問題と考えら

れます。 これは実例をあげて説明致 しますと, 日

本の民俗芸能に 「鷺舞」がございます。この, 風

流である 「鷺舞」 と, 次に現れて くる能の 『鷺』

という曲とでは, 果た してどういうふうに関係を

認めることができるのでしょうか。私が能の『鷺」

という曲を一番最初 に習った頃, 東京の郊外に行

きますと, よく鷺がいました。ある時, 私の父は

それを見て, 「お能の 『鷺』 もあの足だ, きっと, 

あれを良く見てやるのだねえ」 と言いました。で

すが, 私が子供の時のことですから, その足など, 

解るはずがありません。その後, 父が動物園へ連

れて行ってくれました。郊外で見る鷺よりも良 く

見ることができまして, ここでの鷺は片足を上げ

ています。例の一本足で立っている姿ですが, 私

は不思議でたまりませんでした。父は 「あれは足

を曲げて腹のところにつけているのだよ」 と言い

ました。能の 『鷺』に, 鷺足という, 足をスーと

上げるところがあ ります。そ して実際に鷺を見に

連れて行って くれた時に, 「本物の鷺はあのように

足が曲げられるから, 足を下ろすときに爪先から

下ろすのだ」という説明もされましたので, それ

を真似て, 足を抜 くことだけは誉められるように

なりました。また, 「鳥のイメージと舞踊表現」

という問題では, 見方を変えて舞踊を見てみます

と, 全 く違った歴史的, 社会的, 経済的背景を持っ

た, 国境を越えた幾つかの国々のなかで成立 して

きた舞踊を, 考察する見地から見るのも, かけ離

れた国々の様々なダンスを関係づけるのも, 当然, 

必要となるで しょう。学問の発端 としましては, 

最初の段階で, それぞれの国々のダンスに現れる

鳥のイメージをただ羅列するだけでも, それなり

の意義はあ ります。鳥のイメージというものを, 

統計的に羅列することは手間がかかる仕事であり

ますが, そこに新 しい学問の出発点を探 し出せる

入 り口を見いだせるのではないでしょうか。です

から, アジアの舞踊研究の研究者や演 じる人々の

集まりを計画する際にも, 鳥のイメージは学会で

とりあげるテーマとして適切 で意義の深いアプ

ローチであると考えられます。

国際集会を準備するに当たっても, 個人の研究

課題を考えるに当たっても, 鳥のイメージは文学

や美術は勿論のこと, 民俗学や宗教など, 国民的

な関わり合いを齎せるのに, 大変に有効であると

考えられ, 幅の広いアプローチです。去年, ハワ

イ大学で行われたアジア舞踊研究会では, フィリ

ピンの踊 りにおける鳥のイメージの論文が, 既に

発表されてお ります。舞踊の動 きで鳥のイメージ

と連想されやすいのは, 跳ねるという跳躍運動で

す。バ レエダンサーのニジンスキーについて, 「彼

は鳥のように飛び出 しながら舞台を横切 り, 決 し

て帰ってこないかのように高 く遠 く飛び上がって

舞台から消えた」という, ニジンスキーが鳥をイ

メージした跳躍運動を特徴とした舞踊のことを著

したものがあ ります。 ところがこのような跳躍運

動が特徴でないダンスは, 鳥以外の動物もイメー

ジの中心とすることが十分に考えられるのではな

いで しょうか。この比較作品研究を通 して指摘 し

たことの一つは, 両者が人間の執着, 執念 を動物

に託 した表現方法を適用 したことです。これ を

てっとり早い方法で明らかにするには, 「猫の所

作」 という水木辰之助による舞踊があります。こ
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れは元禄四年, 『四季御所桜』で 「槍踊 り」と 「猫

の所作」で大当たりをとったものです。その 「猫

の所作」の内容についての言い伝えが(山 東)京

伝 に, 「猫の所作の意趣 は, はる姫のや くにて, 

恋 したふ男, 我実の兄なることしれて, 夫婦 と成

がたきをかなしむ折ふ し, 兄弟のねこの恋するの

を見てうらやみ, つひに我身ねことなりて, 胡蝶

にくるふ狂言なり。これを辰之助がねこの狂言 と

て, むか し人ののちのちまでかたりぐさにせ しと

よ」 と書いてあ ります。とにか く鳥の問題に限ら

なくても, 芸能作品を比較研究する時には, どう

しても舞踊の足の動きに注目しなければならない

ということが言えると思います。

川路 私の場合は人間と重力の関係ということで

話をすすめたいと思います。と申しましても, 決

して難しいことではございません。昔から人間と

いうものは, 神話にもみられる通 り, 鳥のように

羽を広げて大空を飛ぶこと, これは昔からの人類

の希望です。とにかく人間は, 昔から空を飛ぶた

めに, ある人は背中に羽をつけて飛んで死んで し

まったこともあった。では何故, 人間は空を飛び

たかったのか, と申します と, 人間はやはり四六

時中, 重力の束縛をうけているわけですから, そ

の重力の束縛から離れたくてしかたがないのも無

理はない。重力の束縛 と申します と大げさなこと

になりますので, 「自分は重力の束縛などは全然感

じたことはない」 とおっしゃる方 もいるかと思い

ます。 しか し, 例えば地下鉄の駅などで何時間も

地下で過ごしていたとして, エスカレーターで地

上に出てきた時に, 「やれやれ」 と思 うでしょう。

このことが, 日頃から皆さんが重力に束縛をうけ

ている証拠なのです。それから乗 り物などに乗っ

たときに席に腰かけて 「どっこい しょ」 と言った

りしますが, これも重力の束縛 をうけている証拠

です。「やれやれ」とか 「どっこいしょ」とか 「う

んとこさ」とか 「やれとこさ」 とか, これらの表

現はすべて重力からの束縛の証拠で, 皆 さんはそ

れほどに重力の束縛を受けてるのです。

我々, バレエダンサーは, この重力の束縛 との

戦いが生活の全てだといってよいと思います。ま

ず, 重力の束縛を減 らすための第一の手段 として, 

自分の体重を減 らさなければならない。まず自分

の体重を減 らしますが, 体重をい くら減 らしても

やわな筋肉では駄目ですから, 重力に絶えるため

に筋肉を鍛えることも我々は毎日欠か しません。

強い筋肉を鍛えるということは, 今度はそれを繋

ぐ靭帯が弱 くてはダメです。それから今度は骨が

強 くなくてはなりません。ともあれ, 我々人間と

いうものは, 日頃から重力の束縛というものを毎

日, 感 じているのでありまして, 重力の束縛から

人間を解放するための説にこんなことがあります。

それはピラミッドです。 ピラミッドはご存 じの通

り, 大変に大きな石でで きています。あの石はど

のようにして運んだので しょうか。ある人の説に

よりますと, あの大きな石の下に葦の葉を一枚ひ

きます。古代の人々はそれで重力を消 して軽々と

大きくて重い石を運び, あの巨大なピラミッドが

できたそうです。つまり, このようにして人間と

いうものは昔から重力というものと葛藤 してきた

ということです。そして人間はやがて車輪という

ものを作 り出しました。この車輪というものの発

明によって, これを二つ並べて車 にして馬や牛に

ひかせた。これで人間は遥かに速いスピー ドで仕

事 もでき, 遠 くまで行 くことも可能になったわけ

です。今では著 しい発展を遂げて, 電車はおろか, 

飛行機まであって, 人間が空を飛ぶことも, もう

鳥なんて問題にならないほど速 く飛ぶことができ

ます。それから水の中で も, 人間はもうイルカな

んて問題にならないほどに速 く泳 ぐことも可能に

なりました。そして陸上でも, 新幹線などによっ

て, 人間はどこへでも速 く走って行けるようにな

りました。こうして人間は重力を押さえて速 く動

けることが可能になったわけで, これが現代なの

です。しかし, そうなってみると面白いもので, 

「機械 に頼 らないで自分の筋肉の力で空を飛んで

みたい」 という欲望が逆に強くなるものです。バ

レエの場合には, 自分の筋肉の力のみで重力に挑

戦 します。こわは大変に壮大なものです。この, 
バ レエの壮大 さというものが, 現代, 世界で起 こっ

ているバ レエブームの原因の一つ と考えられます。

殊に, ニューヨークにおけるバ レエ団は大変なも

のなのですけれども, この頂点にたっているのが, 

ミハイル ・バリシニ コフとい う素晴 らしいダン

サーです。彼 は重力への挑戦 という高度なテク

ニ ックをもってお ります。 しか しバ レエの場合, 

重力 と戦っていてもそのことをあからさまにする

ことを嫌うのです。例えば, お相撲のような格闘

競技は, 凄まじいまでの重力と重力との戦いが醍

醐味であ ります。野球の場合でも, ピッチャーは

弾丸のような球 を投げ, バッターがこれをカー杯

打つということ。つ まり, あからさまな重力の戦

いを観戦するわけであります。ところがバレエの

場合は, 重力 との戦いを表出するものではないの

で, それだけに技術的には, 更に大変なものになっ

てくるわけです。 しか し, 男性舞踊手の場合は, 

重力を押さえて女性舞踊手の身体を持ち上げる。

このように, 重力との戦いが見えた方が良いこと

も時にはあ りますが, 原則としてはバ レエは重力

との戦いを見せない。舞踊手は重力をコントロー

ル して, 観客に重力の存在を忘れさせて しまうの

が, バレエの重要なテーマです。その方法は時代

によって色々と異なっており, アンナ ・パブロワ

の時代 と我々の時代では大変違います。パブロワ

の時代は曲線的な傾向がございまして, 我々の時
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代になります と, 大変に直線的になってお ります。

ひとつの例 として, アンナ ・パブロワの師匠のエ

ンリコ ・チュケッティのひとつの動 きのなかに, 

シャンピマ ピェーというものがあ ります。'シャン

ピマ'は 「速い」 ということ, 'ピェー'は 「足」

です。このなかでもグランシャンピマピエー, つ

まり大 きなシャンピマピェーの場合ですと, 飛び

上がって空中で膝を4分 の1だ け曲げます。膝を

曲げるということは, 伸ばしているよりは少なく

とも地上より高 く飛び上がっているように見える

か らです。そういう意味で軽さを演出するという

ことで考え出 したので しょう。現在, 私たちのし

てお りますグランシャンピマピェーというのは, 

飛びとがって空中でピタッと両足をあわせて, 膝

も完全に伸ばします。そ してこの体制をできるだ

け長 く保ちまして, これを最後まで続けます。我々

はこのように直線的な力になります。このように

昔と今とでは曲線的と直線的というような違いは
ございます。そ して, アンナ ・パブロワの時代の

バレエダンサーは, 現在のバレエダンサーと比べ

ますと太めであるという違いもあ ります。ではあ

るけれどバレエというものが重力をコントロール

して, そういうものを観客に忘れさせ ようしてい

るという原則に変わ りはないのです。

重力の存在から一番解放 されているのが鳥です。

自分の筋肉の力であれだけ飛んでしまうのですか

ら。その鳥に, 鳥の扮装の二つを結びつければ, 

きっとバレエができる。このように考えて 『白鳥

の湖』ができた。と考えるのは大 きな間違いで, 

全 く関係あ りません。『白鳥の湖』というのは, チャ

イコフスキー作曲で1877年, モスクワで初演 され

たバレエですが, ここには重力の束縛からの解放

などという近代的な考え方は勿論なかったと思い

ます。しかし, 鳥というものとダンサーというも

のを結びつけることによって, 何 らかの新 しい表

現, 動 きがでて くるのではないか。そういうこと

を予感して創 られたものであると考えられます。

このようにして人間が鳥を模倣 して踊る場合, 一

番便利なことは, 鳥も人間も頭が一つ, 手が二本

で, これは鳥の翼になり, 足 も二本であるとい う

ことです。人間も鳥も四つ足でないということで, 

人間と鳥の構造が, ある程度似ているわけです。

ですが, 人間は鳥のように空を飛ぶことがで きま

せんし, 逆に鳥は人問のように歩 くことができな

い。ですから人間は鳥を真似 しやすい ということ

になります。『白鳥の湖』の場合です と, 第二幕

で上手から白鳥が羽ばたきなが ら登場 してクロス

して座る。これは白鳥がバタバタと水面に降 りて

きたことを連想 させ, 非常によくで きていると思

います。それから, オデット姫が虫をついばんで

いる仕草があ りますが, これはオデ ット姫の悲 し

みを表現 しているという人 もお ります。これはい

つれの解釈も正しく, 鳥の習性 というものを上手

く利用 して, そのなかに人間の悲 しみの仕草 も含

ませてあるわけです。そして, その後のアラベス

クもまた, 白鳥を上手 く表現 している動 きである

と思います。そして一番面白いのは, 『白鳥の湖』

の第二幕で, これは夜です。『白鳥の湖』の話に

よると, 夜 というのは白鳥が人間に戻っているわ

けですから, ここでは鳥ではなく人間の振 り付け

になるはずです。 しかしここで も白鳥の振 り付け

をすることで, 昼間は白鳥であるということを観

客にアピールしているわけです。こう考えると非

常 に単純ではありますが, 見事な表現方法です。

バレエでの鳥の表現には, この 『白鳥の湖』以外

にも, 『眠りの森の美女』に登場する青い鳥があ

ります。この青い鳥は女と男が登場 しますが, こ

れは女の方は王女様でありまして, 男の方だけが

鳥なのです。ですが女 の方 にもなかなか烏のイ

メージがあります。それから男のバ リエーション

の方では, 鳥の羽ばたきをイメージさせる動きが

ふんだんにあります。いつれにしても, バレエで

の鳥の動 きというものは, バレエダンサーの鍛え

上げた身体のキレによって, 一層軽 く, 美 しく見

えるということがあるわけです。従って鳥を題材

としたバ レエ作品というものは, 非常に数が多い

ように思われます。これは誰でもそのように考え

ます し, 私 もそのように考えてお りました。 しか

し調べてみますと, およそ200以 上あるバレエ作品

の内, 5つ 程 しか, 鳥を題材としたバレエ作品は

なく, 結局, バレエでは鳥をテーマにした作品が

少ない。それから鳥の名前 をつけたものも少ない

ということになります。ということは, バレエに

おける重力への挑戦ということは, 単に飛ぶこと

だけでないということにな ります。重力への挑戦

ということは, 体重の自分の重心を, ある一定の

ところから, 次の一定に移すこと。こういうこと

を滑らかに早 く移す技術が大切 にな ります。この

ように自由自在に重力をコントロールできる力が

バ レエダンサーの使命です。それから空中で姿勢

を保つことも重力との戦いです。従って, 鳥が飛

ぶ というイメージはバレエにとりましては, ほん

の一部 しか占めていないということです。

目代 それでは, 日本舞踊を中心にお話をさせて

頂 きたいと思います。先ほど, 川路先生のお話の

中に, バレエには鳥を題材 にした作品が5つ 程 し

かないということがございました。そのことは歌

舞伎舞踊にも言えます。現在, 行われている350

曲くらいの舞踊作品の中から"鳥"を 探 してみま

した。日本舞踊とバレエのどこが違うかと申 しま

すと, 歌詞を使 うか使わないかというところです

から, 350あ まりの日本舞踊の伝統的な歌謡の歌詞

のなかから"鳥"を ひきだしてみました。そのな

かからでてきた鳥の種類は33種類で, 全部が小型
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の鳥ばかりでした。白鳥のような素晴 らしい鳥は
一羽もなく, せいぜい鷺がでて くるくらいです。

33種 類のなかでベス ト1は 不如帰で, これは万葉

集でお馴染みです。 ということは日本人は不如帰

程度の規模の鳥を愛好する民族ということになり, 

特に俳句の上では初夏の季語にまでなっているわ

けです。歌舞伎舞踊 も不如帰が圧倒的で, 鷺は二

度 しかでてきません。『鷺娘』がそのひとつで, 

他には 「鳥づ くし」のなかについでに出て くるよ

うなものです。ですから如何に 『鷺娘』が特殊な

作品であるかということがお分かりかと思います。

他に, 『鴛鴛』というものなどは, 鳥のイメージ

ではありますが, 結局は人間の恋人同士に見立て

たものです。ですから, この作品のなかで特別, 

鳥の生態を見せる というような, 『鷺娘』のよう

な振 りはないわけです。つまり日本舞踊作品のな

かに鳥が33種 類でてまい りましても, 鷺は別とし

て, 全て, 鳥の名前が出て くれば, 手を羽ばたか

せる動作をするしかない。つまり, や りようがな

いわけです。 ですから日本人の短い手を利用 して, 

着物の侠 も利用 して鳥の羽を表現するしかないわ

けです。ですが, 『鷺娘』は大変 に古い日本の舞

踊ではありますが, これを独立させて復活したの

は九代目市川団十郎で, およそ150年 経 ってからの

ものです。九代目団十郎は大層, 写実の演技 をす

る人でありましたから, それまでの, 素朴な鷺の

舞踊の振 り付けなかに, 写実的な表現 を加えた。

さらに, それに加えて, アンナ ・パブロワの 『瀕

死の白鳥』を観たことによって, 歌舞伎舞踊にも

『瀕死の白鳥』風の写実が取 り入れられたわけで

す。 ですから, 日本舞踊に鳥は沢山でてきますが, 

それは装飾的な表現, つまり人物を説明するのに

装飾的な手段 として鳥を使うことはするけれども, 

芸術に鳥を求めるということは非常に貧困です。

日本舞踊より以前の能においては, それなりの方

法があろうかと思いますけれども。ともあれ, 今, 

申しました 「不如帰」 というのが, 言葉 としては

非常によく使われるということで, この場合, 手

は鳥の羽に見立てて羽ばたいています。 しか し目

は人間の目で, 飛んでいる鳥を追いかけている。

こういうふうに自分自身は鳥になっていても, 目

は逃げていく鳥を追いかけているという二重表現

が, 主として不如帰に使われているテクニックで

す。二重表現 と申しましたけれども, 実はその前

に, 鳥を追いかけて捕 まえようとするが, しかし

鳥はどこかに飛んでいってしまっていなくなる。

そのいなくなった鳥を目で追いかけるという人間

の生態。 これは丁度, 盆栽や華道などの宇宙観の

表現方法に非常に良く似てお ります。つまり, 本

来は大自然の大 きなものを, 小 さなちっぽけな瞬

間の姿に置 き換えてしまう。ですから日本舞踊で

も本来は時間的にかなり広い範囲のことを 「不如

帰」の一瞬に, 身体をバラバ ラに使 うことで表現

してしまう。これが観客のなかにはすんなり入っ

ていき, す ぐ解 るというのが江戸時代であった。

さて, その他 に日本舞踊で盛んに現れる鳥をも

う少 しご紹介いたしましょう。おめでたいご祝儀

ものの素踊 りの 「鶴亀」です。 これも言葉だけ出

て くるものでして, 振 りの上では全 く鶴などは出

てまい りません。ですから鶴をやったとしても, 

袖 を広げるだけのことで, 前に申し上げたものと

同じです。それから水辺の鳥の千鳥が非常に多 く

出てまい ります。鴎もそうです。それか ら今, 神

聖の象徴である鶴をあげましたけれども, これと

同様のものに烏があ ります。 この鳥は徹底的に神

聖の象徴 として出て くる場合と, 徹底的に敵の象

徴 として出てくる場合の二種類ございます。 これ

は皆様ご承知の 『三番斐』で, これは能の 「翁」

からきたものです。 しかし田楽の 「三番隻」は, 

誠に烏そのものを写 したとしか言い様のない表現

になってお ります。 日本舞踊の 『三番斐』のなか

の烏飛びというものは, 飛び方は自由で色々あり

まして, これは神聖さというのは消えて, 専 ら観

賞用 ということが強 くなっていると思います。鳥

のイメージということだけで申しますと, 鳥には

だいたい役 どころというものが決まってお ります。

鴬は必ず浮気者 として表現 されます。つまり主人

公が二枚 目で, 複数の女性 に手を出すというよう

な男性 を表現する時には必ず鴬が採用 されるわけ

です。 ですから千鳥でも, 他の何でも, 大体がイ

メージづけられて登場 します。 それにしても, 伝

統的な芸能における鳥のイメージ, 鳥の位置とい

うことを考えた時に, 相当に大 きなものを占める

にも関わらず, 日本舞踊では, 何故にその程度 に

しか扱われなかったのか, という一つの疑問がご

ざいます。 この点が どうや らバ レエに非常によく

似たものがあるのではないかと思います。

わが国で鳥が一つの役目を果たす といった意味

で, 文字に記録 されたもの としては, 当然, 『古

事記』『日本書紀』というものになります。古代

日本の葬式において, 祝部(ハ フリベ)に よって

行われた祝(ハ フリ)舞 踊に鳥が登場 してきます。

このように葬式に鳥が登場する民族 とい うのは日

本ばか りではあ りません。朝鮮, 中国, 台湾, タ

イ, インドネシアに至るまで, 創始には鳥が何 ら

かの形で出てきます。それから逆に北の方へ行 き

ます とアメリカインディアンなどにも鳥が登場 し

て くるわけですが, これは出て くるだけではなく, 

人は死ねば鳥になるとも言われてお ります。 です

から鳥をやたらに殺 してはならないなどというこ

ともあるし, 鳥の羽には魂が宿っているので, こ

れをお守りにして身につけているということもあ

ります。話 を戻 しま して, 日本 では, 今や 「祝

(ハフリ)」とい う言葉さえ無 くな りましたが, 
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古代においては, 葉振 り(ハ フリ)と いう葬式で, 

祝部(ハ フリベ)と いわれる人たちによって, 鳥

達の祝 といわれる演技がされていた。そ して, こ

ういう人たちによって賄われていた日本の芸能の
一つの大きな流れが, そこにあると考えられます。

要するに, 大 きな仮面舞踊, つまり, 鳥の舞踊が

大陸から入ってきて, 一旦, わが国の伝統的な穏

やかな歌舞が何 となく消えてしまうという時期が

あった。そ して, 神主が木の葉っぱを振るだけで

済ませて しまうという 「ハ フリ」になって しまい, 

巫女さんも鈴をつけて葉を振るだけの 「ハフリ」

にな り, そ して言の葉を振るという, 言葉の 「ハ

フリ」 というように, だんだんと別の 「ハフリ」

をするようになっていったということがあ ります。

このような流れがある一方で, 元の 「祝ハフリ」

の流れもあるということで, それには扮装 として

表れるわけです。例えば, 烏は食物を供える役 ど

ころであ り, 雀は調理師になっています。それぞ

れに役 どころをもつ様々な鳥の 「祝ハフリ」の役

に扮 した人たちが大勢でてきて, 死者の生前の偉

業 を讃えるとか, これか ら死者の魂 を無事あの世

に送 り届けるという所作を演 じてみせるというこ

とがあ りました。それでいて, そういうものがだ

んだんと違 ったものへ解釈されていきます。 それ

でもなお, そういうものも一つの流れとしてお り

まして, それを名付けて 「祝(ハ フリ)」の芸, 

つ まり 「羽ばた く」 という一つの芸の有 り様を認

めることができるのです。更に, 日本の芸能にお

いては, この鳥の羽に対 して魚の鰭がございます。

鳥が空を自由に羽ばた くというイメージがあるな

らば, 魚が水の中を自由に泳ぐことができるとい

うこと。とにか く日本の芸能においては, 鳥の羽

と魚の鰭, この二本立の芸で, これは勿論二つに

分かれるのではなくて, これらを混合 して表現さ

れるわけですが, どちらを主にするかということ

が, 民族の血の流れみたいなものから自ずとでて

まい ります。

最後に歌舞伎舞踊に戻 らせて頂きますと, 歌舞

伎舞踊はこのうちの, 鰭を上体とした芸能である

と考えます。端的な例で申しますと, 日本舞踊の

扮装では背中に帯をだ らりと垂らしておりまして, 

これは正 しく尾でごあ ります。それから裾をひき

まして, もう片っ端から着物を脱いでいきますが, 

これは鰭であ ります。勿論, 自分 自身が躍動する

から動 くのではあるけれども, 歌舞伎舞踊は, 主

体は鰭にあるような気がしております。

*こ の原稿は記録テープを起 こし, 御校閲を賜わ

りました。

*1979年 度春季第7回 舞踊学会
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